






























BehawukとBrislin (1992) および~ennett (1986a， 1986b， 1993)の論文が代表的である。
本稿では、 HammerとBennett(1998)によって開発された「異文化感受性発達尺度 (The




Bennett (1986a， 1986b， 1993)の「異文化感受性発達モデル (TheDevelopmental Model of 
Intercultural Sensitivity， DMIS) Jが、異文化コミュニケーション研究者や教育者によって広
く知られている。 DMISは異文化適応・異文化問能力・異文化トレーニングとの関連から、日
本でも様々に紹介され、教育への応用が検討されている(林， 1994;森， 1997;山岸， 1997;八代











2. 異文化感受性発達尺度 (TheIntercultural Oevelopment Inventory， 101) 
IDIは個人の異文化に対する感受性の発達度を測定する尺度である o Bennett (1986a， 
1986b， 1993) の提示した「異文化感受性発達モデル (TheDevelopmental Model of 




































化と他文化との世界観の聞を往来するという動きが含まれるようになる (Hammer& Bennett， 
1998)。
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れた。また、 DMISにおける「適応」のもう一つの下位カテゴリー、「多元主義 (Pluralism)J 
は、「行動適応 (BehavioralAdaptation) Jの段階としてIDI上に反映されている。
2.3 













Hammer ( 1 999 )はIDI作成の動機を、異文化問教育者、カウンセラ}、研修講師、外国人
学生アドバイザー、国内の多様性研修の担当者など、多岐にわたる仕事に携わる人々の要望に
答えるためと述べている。そして、次の場面のような例を挙げ、 IDI活用の可能性について言















































































使用された統計方法は、バリマックス回転による主因子法 (PrincipalComponent Factor 
Analysis)であり、とりわけその確認的因子分析 (ConfirmatoryFactor Analysis) (Long， 
1983)の形でおこなわれた。クロンバックのα係数 (Cronbach's alpha)で表わされている
内的整合性は、因子としての負荷が0.4以上である項目のみで計算されている (Kim& 
Mueller，1978) 3)。本研究において「α>0.7Jである因子の抽出を試みた (Bohrnstedt& 
Knoke， 1988)が、全ての因子が「α>0.7Jで、はなかった。以下にその結果を記す (Table
第一段階「否定J(Denial Scale) 










2. I隔絶・分離J(Avoidance/Separation Items) 
ここでは、青森サンプルと東京サンプルとも、項目14を除いた他の5項目 (30、38、40、
43、49)により一つの因子がつくられた。項目14はこの因子をつくるものとしては使用




3. r侮蔑J(Denigration Items) 
ここでは、青森サンプルと束京サンプルとも、使用された5つの項目 (10、20、28、
41、44)の全てが、一つの因子をつくるものであることか1確認された。














7. I普遍的価値J(Universal Values Items) 
ここでは、青森サンプルと東京サンプルとも、項目 5を除く、 3つの項目 (12、23、
59)が一つの因子をつくるものであることが分かった。項目 5は、この因子をつくるも





































第六段階「行動適応J(Behavioral Adaptation Scale) 






























































内的整合性 (Cronbach'sAlpha) .83 .81 
第二段階「防衛JDefense Scale 















内的整合性 (Cronbach'sAlpha) .72 




































































Eigen Value 1.70 
内的整合性 (Cronbach'sAlpha) .59 
第四段階 「受容JAcceptance Scale 











.95 .39 .75 
.18 .84 .05 
一.29 .40 一.73
.20 .82 一.04
1.06 1.69 1.10 












内的整合性 (Cronbach's Alpha) 
















第五段階「認知適応JCognitive Adaptation Scale 






内的整合性 CCronbach's Alpha) 
















































々周囲の人たちとは違ったふうに状況を判断することに気が .74 .79 
ついている。
52.私は状況を解釈したり判断したりする時に、異なる文化の基 .62 .66 
準を用いる O
Eigen Value 1.96 2.20 
内的整合性 (Cronbach'sAlpha) .65 .72 












































.35 A呈 .26 .06 .84 
.64 .07 .52 一.33 一.52
.50 .39 .47 五2 .14 
.49 .52 .40 .70 一.28
.55 一.61 .84 一.24
? ?ー





















1.42 2.13 1.20 1.10 
.46 .63 .52 (n.c.) 
主表 裏五三
袋二回羊築ー園1:
.62 .57 .54 
.67 .48 .73 
.74 一.42 .76 
.69 一.52 之Z
1.86 1.00 1.98 
内的整合性 (Cronbach'sAlpha) .61 .55 .62 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一
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